
























































































































業 1.企業 2とする。各企業がつける製品価格を ρ1.わ，各企業の個別市
場需要関数をお=Di(Pl.ρ2)， (i=1， 2)で表す。また各企業の費用関数を
Ci(均). (i=1， 2) で表す。ここで次の仮定をおく。
ぉDi_ ~ ~ aDi 
〔仮定 1J Dii=ー」く O.Dii=ー?>o. api --， -'J apj 
Ci> o. Ci'> 0 • i. j= 1， 2. i手L
~ api aXj I aXj エVYI?+ニコく O. j=1， 2. 件 j.
i:-'1 apj api -~ρj 





III (Pl. め )=ρ1.D1(戸1.め)-C1 (D1 (P1.め)) 
で与えられるので，企業 1のつける最適な追随価格は
dlll 










I12 (jft ，め)=め・D2(jft， め)-C2 (D2 (折，め))
と与えられるので，これを企業 1の反応関数を考慮、にいれた上でめで微分
してゼロとおく o ゆえに







Xl =D1 CTl' ρ2) =.( 1一μ1ρ1+ゆ2，
X2 =D2 CTl' ρ2) =え2+ゆ1一μ2P2
とする。この市場需要関数は，この市場の逆需要関数が
Pl=α1 -s 1 X 1 -rX 2 ， 
P2 =α2 -rXl - s  2X2 
であるとき，これを Xl，X2に関して解くと得られる。仮定 lを満たすため
ん， .( 2，μ1，μ2， /C， α1，α2， sl' s2' r の値はすべて正であると仮定
する。.(1， .( 2，μ1，μ2，κと α1，α2，sl' s2' rの間には次の関係がな
り立つ。
A 一αls2-α2r 一α2sl一αlr
1-P lP2-r2'A2-P l F2-y2' 
μ s2 s 1 
sIs2-r2' μ2 sIs2-r2' 
κ r -









U(X1. X2) α1X1 +α2Z2-i(Plx?+2mlX2+P2xi) 
2 














C1 (X1) =a1 +b1X1 +C1Xr. 
C 2 (X 2 ) = a 2 + b 2 X 2 + C 2 X L (i = 1， 2) 
であると仮定する。仮定 1を満たすため a1. b 1• C1. a2. b 2• C2>Oと仮









折 =;;:L22J)Dbj1(;よれ111刀1μL (1) 
となり，企業 1の生産量は，
x/， κ ，えl-blμ=ρら+ -lC  
2 ( 1 +Clμ1 )1' ~ • 2 ( 1 +C 1 μ1 ) 
となる。ゆえに
坐~=κ( 1 + 2 C1 μ1~> 0 (定数)




.1 2C2"(μlμ2-，2)(1+2c1μ1) + 2仰tC1 +C1μ1 +C2μ2)μ1 
JT2ー (f11f12ーが)(1+2C1f11)(1 +2C2f12)+f11f12(3+2c1μ1 + 2C2μJP'IT  
(f11f2-，t2) (1 + 2C1μ1)(b2+ 2C2l2)+ 212μ1 (1 +C1 μ1 +C2f12)+b2f11f12 (3) 
(μ1μ2-，t2)(1+2c1 μ1) ( 1 + 2 C2μ2) +μlμ2(3+2c1 μ1 + 2C2μ2 ) 
で与えられる。ここで仮定 2より (μlμ2一κ2) > 0が成り立つことが分か
る。したがって(3)の右辺の第 l項の到の係数と第 2項の値は正である。こ
こで(3)右辺の第 1項の分母，分子および第2項の分子を記号的にそれぞれ，
L=(μlμ2-，t2)(l +2C1f11)(1 +2C2μ2)+f11f12(3+2c1μ1 + 2C2μ2) > 0， 
M=  2 C2"(μ1μ2-，2)(1+2c1μ1) + 2"μ1 ( 1 +C1μ1 +C2μ2) > 0， 
N=b2[(μ1μ2-，2)(1+2clμd+μ1μ2 J + 2 -<2 [C2 (μlfl2-，2) 




N2 = 2 [C2 (μ1μ2ーが)(1+2clμ1)+μ1(1 +Clμ1 +C2μ2)J> 0 
である。 L，M， N1， N2の聞の関係を求めておくと，
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N2=2c2Nl+2μ1 ( 1 + 2 Clμ1 ) 
M=κN2 = 2C2κN1 + 2~μ tC 1 +Clμd (4) 
L= (1 + 2 C2μ2) N1 + 2μlμ2 ( 1 +Clμd 
である。 (3)に(1)を代入すると，この価格先導性が行われている複占市場に
おいて企業 2が実際に付ける最適な先導価格は，
.s.l Mμlb¥ +M( 1 + 2c¥μd1 
1"2-1μ¥ + (1 + 2 Clμ¥ )(L111一M()T
2N¥ (1 +C¥μdμ¥b2+2N2(1 +C¥μ¥ )μ¥12 
Lμ1+(1+2c¥μ¥)(Lμ¥-M() 
と求められる。 (5)の分母に関しては，
Lμ l-M~=(μ1μ 2-~2)(1+2cl μd[μ1 + 2 C2 (μlμ2 _(2)J 
+2μtCμ1μ2一κ2)(I+Clμ1+C2μ2) +μ?μ2 
(5) 
=N1μ1 + 2 C2 (μ1μ2 -~2)Nl + 2μtC 1 +C1μ1)(μlμ2ーが)> 0 
である。表現をさらに簡略化するため
K=Lμ1+(1+2cl μ I)(Lμ l-M~) 





2μtC 1 +C1μdNlr. ，2μ1 (1 +ClμdN2 
Klb2+K  A2 












=~bl +Bt2 Àl 十~b2+s!4，.(2 
(7) 
(8) 
である。以上で求めため， ρ~ を企業 2 の個別需要関数に代入することによ
り，企業 2の生産量ぬが




=N1/C> 0 ， 
K-N1N2= 2μ1 (1 +ClμI)N1 
(9) 











(6)， (7)， (8)， (9)より企業 1，企業2の利潤は，
同 =-a 1 + [AiiBfi -Bfi -Bfi2cl Jbr + [Af2s12 -Bfi2cl Jパ
+[Aら~-]3J子 Cl Jb~ + [Af4~ -Bf;Cl JÀ~ 
+ [AiiBf2 +AらBi-Bf2 -2 Bi B'2 c d b 1 A 1 + [AらJ3f3+ AfjB'2 -2 B'2Bf3c 1 Jb 2 A 1 
+ [AiiBJ4 +刷新一BJ4-2 Bi BJ4 c 1 J b 1 A 2 + [AらBJ4+ Af4J3f3 -2 J3f3BJ4 c 1 Jb 2 A 2 
+ [AiiBf3 + Af3Bi -J3f3 -2 BiJ3f3cl Jb1 b2 + [Af2BJ4 + Af4Bf2 -2 B'2BJ4Cl JA1 A 2， 
日ら=-a 2 + [Al1 Bl1 -Bl?-c 2 Jb I + [AらBら_BllczJAI 
+[AらBら-Bら-Blfc2 Jb~ + [A14B14 -Bl;C2 JÀ~ 
+ [AI1BI2 +AらBl1-2BI1Bl2Cdb1Al +[AらBl2+A12B13 -B12 -2 Bl2Bらc2Jb2AJ
+ [AIJBl4 +A14B1l -2 BI1Bl4c2JbJ A2 + [A13B14 +A14B13 -B14 -2Bl3Bl4c2Jb2A2 
。








2 *[AらBf2-Bfi c 1 J A 1 + [Aii Bf2 + AらBfi-s12 -2BfiBf2CIJb1 
+[Af2~+Aら同一 2sl2Bf3Cl Jb2 + [Aら~ +Af4s12 -2 ß12~Cl Jえ2>0， 
2 *[Af4~ -Bf;'Cl JA2 +[Aii~ +刷新一政一 2 Bfi ~cdbl
+[Aら~ +Af4~ -2 Bf3~CIJb2 +[Af2~ +Af4s12 -2 Bf2 ~cdÀl > 0， 
2 * [A12B12 -B1tC2JAl +[AらBl2+AI2Bら-Bl2 -2 Bl2 Bl3 C 2 J b 2 
+ [AI1BI2 +AI2BIJ -2BIJBl2C2JbJ +[AらBI4+AらBら-2Bl2Bl4C2JA2 > 0， 
2 * [A14B14 -B守C2JA2+[AらBl4+AI4Bら-B14-2BらBl4C2Jb2 
+ [AIJBI4 +A14B1l -2BIJBl4C2JbJ +[AらBl4+AI4Bら一 2Bl2Bl4C2 JA 1> 0 
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が成立する0
(iv). b 1の値の上昇(低下)が各企業の利潤に及ぼす影響は，拙稿 [6Jで
求められており，企業2の利潤は b1の値の上昇(低下)により増加(減少)
する。ゆえに
2 * [Al1Bl1 -Bl?-C2Jb1 + [A13B1l +A1IBI3 -Bl1 -2 Bl1Bらc2Jb2







2 *[Aらl3fs-B守CtJ b 2 + [A~ l3fs + Af3.s1i -l3fs -2.s1i l3fs C tJb 1 




凶.sIi-.sIi -Bfi2 C 1 J =法的(1+Cl内)(Lμ1 -M，) 2 > 0， 
凶 J312-J31'; C 1 J =志向(1+川)L2>0， 
凶訊一J31}Cωlパ]=t去玄戸κυ内2
凶訊一B貯守牝削C引ωlρ]=t走τ戸κ内2
凶 .Bf2+A~馴到一m 一 2BfJ川g訊削附lグ必~附恥2〆山C引cd=
凶訊+Af3.s12一2J312l3fs c 1 J =古川1(1 +Clμ1川>0， 
凶~ +A~ ß!i -~ -2 .Bfl~cd=一会 2 叩 1 (1 +Clμd(Lμl-M，)N2く o， 
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凶.sI4+A例 -2.Bfj.sl4CIJ=会2内 (1+Cl/ll)N1N2 > 0 ， 
凶 Bf3+A伊 i-Bf3 -2B1iBf3cd=一会2叩 1(1 +ClμI)(Lμl-MK)N1く o， 
[A例 +A例 -2Bf2.s14CIJ=会2仰 1(1 +cl/ldLN2 > 0 ， (lω a 
L凶4
仰らトげ一-B1l-仇刷C匂ω2パJ=去かK2( 1 + 2 Cl，u 1) 2 (N1 C2+ 2μdl+仰 1))N1>O，
凶 Bl3-Bl3 -Blfω=会附2+ 2μ1 (1 +Clμd)Ni> 0， 
仰 14-B制=告4，ur(1川1)2川c2+2，udl+川 ))N1>0， 
川 叫Bl1-2BI1Bl2c2J十州1+ 2 c 1 1)(N 1山内(I切1)昨 0，
川叫Bl3叫一 2B12B~叶-b2E(l+2ClPl)(NlC2リ μ dl+C1111)脈 0 ，
仰 川14B11一2B怖 2J古川Hl+C1111)同日1(I +C1111 ))N1 > 0， 
仰いA俳 Bl4-2BI3BI4C2J=-古川(I+C1μI)(N1日 1(1 +C1111)川く0，
山川14Bl2一 2Bl2Bl4 C2 J古川1( 1 +C1μd(1+2c1，u1) 














〔仮定 3J確率変数ん(i=1， 2)は互いに独立であり，確率変数bi(i=1， 2)
も互いに独立である。さらにん-とbi(i=1， 2) も統計的に互いに独立である。
また各確率変数の平均と分散は，
E[，<iJ =mi， E[biJ =nj， 
Var(-<i) =σ，2 (Ai) ， Var(bi) =σ，2 (bi)， (i=1， 2) 
であるとする。
ゆえに前節の L，M， K， N1， N2は定数であり，確率変数ではない。した
がって Af，A{， Bf， B((i=1， 2) も定数である。この仮定よりP'r， xfi，め，
Xl2の平均は次のようになる。
E[JIr J = Af1 n 1 + Af2 m 1 + A初 2+Af4m2' 
E[xfi J = yt n 1 + Bf2 m 1 + ~ n 2 + J3I4 m 2 ， 
E[めJ=Al1nl+Al2ml +A13n2 +AI4m2， 























lo: " " についてまったく無知であるとき.
(1 :第i企業が自己の個別需要関数の未知パラメーターの値を知っているとき，'i= { l か 庁 についてまったく無知であるとき.
(%"=1， 2) 
(7) 価格先導性の下では先導企業 2に関する費用情報，個別需要情報は，企業 2がそれ
を追随企業 1に対し秘密にするかあるいは公開にするかは，企業 2にとっては無差別
である。何故なら追随企業 1の価格反応関数(1)を見れば分かるように， b2， .(2は企業
lの価格反応関数に，めを通じてのみ影響を与えている。したがって，企業 2の先導



































~~. 8= [0，0;1，1)先導企業 2は自己の直面している 2つの不確実性
の実現値について情報を持っているが，追随企業 1は自己の直面している 2
つの不確実性の実現値についてまったく情報を持ってない場合。
仁).8= [1， 1 ;0， 0) この情報構造は， ~~と逆の場合である。




付.8= [1， 1; 1， 0)， 8= [1，1;0，1)例と逆の場合。
(け.8=[1， 0;1， 0)，8= [0，1;1， 0) 先導企業 2は費用関数に関する
不確実性に関して無知であり，追随企業 1は直面する 2つの不確実性のうち
どちらか一方に関してのみ情報を持っていない場合。
例. 8= [1， 0;0，1)， 8= [0，1 ;0，1)先導企業 2は自己の需要関数の
不確実性に関して情報を持っておらず，追随企業 1は直面する 2つの不確実
性のうちどちらか一方に関してのみしか情報を持っていない場合。













































。0)，(1)の b1， .，( 1， b2， .，(2の中に不確実性が存在しても 2乗になってい
る項も含めて，その変数の平均の値で置き換えて計算されることになる。ま













折 (0，0;1， 0)，xfi (0，0;1，0)，同 (0，0;1， 0)，
不確実性と企業間の情報交換について
ρらC0， 0 ; 1，0)， X12 C 0， 0;1，0)， r'2 C 0， 0;1， 0) 
のように表すことにする。また
rz 













xf， C*， *; 1， *) -xfi C*， * ;0， *) =BらCb2-n2)，
IJfi (*， *;1， *)-IJfi (*， *;0， *) 
=[AらBら -Bf，}Cl](b~-n~)
+[AらBら+AらBf2-2Bf2Bf3c，](b2-n2)O(え1) 
+[A.ら.sI4+ Af4Bf3 -2 Bf3.s14 c， ] (b 2一η2)O(A2)
+ [Afi Bf3 + A.らBft-Bら-2 Bft Bf3 C 1] (b 2 -n 2) o Cbd 
=告仰d1 +c，μ1 )N1 *[.tN， (b~ -n~) + 2 {Ld(A，) 
+κN2o(え2)ー (Lμl -MIC)O(bd}(b2-n2)] (15) 
であり，一方企業 2に関しては，
ρら(*，*;1， *)-ρら(*， * ;0， *) =AらCb2-n2)，
xら(*， *; 1， *) -X12 (*， * ;0， *) =Bら(b2-n2)，
Hら(*，*;1， *)-11ら(*， * ;0， *) 
=[AらBら-Bら-B1r c 2] (b ~ -n ~ ) 
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+[AらBI2+AらBら-Bl2 -2 Bl2 Bl3 C 2 ] (b 2 -n 2 ) 0 (.{1 ) 
+[AらBl4+A14B13 -B14 -2BらBI4C2](b2-n2)0(え2) 
+ [A13B1l +A1IBI3 -Bl1一 2Bl1BらC2] (b 2一匁2)0 (b 1 ) 
=オ吉川C2+ 2μtC 1 +Cl μl川*肌似 -n~)
-2 {κ( 1 + 2 Clμ1)0(.{d+2μ1 (1 +Clμ1)0(.{2) 
+κμ10 (b l)} (b 2 -n 2)] 同
となる。
cnJ同様に企業の持つ情報量が8=c*， *;*，OJから8=c*， *;*， 
1]へと増加したとき，
〆}(*，*;*，1)-〆i(*， * ; *，0)=Af4 (.{ 2 -m 2)， 
xfi (*， *; *，1) -xfi (*， *; *， 0) =.s14 (.{2 -m2)， 
IJfi (*， *;*， 1)-IJfi (*， *;*，0) 
= [Af4.s14 _.sI42 C 1] (.{ ~ -m ~ ) 
+[Aら.sI4+ Af4.Bf2 -2 Bt2.s14 C 1] (.{ 2 -m 2) 0 (.{1 ) 
+ [Af1.s14 + Af4.s1i -.s14 -2.s1i.s14 C 1 ] (.{ 2 -m 2 ) 0 (b 1 ) 
+[Aら同+Af4.Bf3 -2 B13.s14 C 1 ] (.{2 -m 2 ) 0 (b 2 ) 
=オ抑tC1 +Cl μl川*附2Cd-m~)+2似Àl)
一 (Lμ1-Mte) 0 (b 1) +κN1 0(b2)}(れ -m2)] (1カ
であり，一方企業 2に関しては，
ρら(*，*;*，1)-ρら(*， * ; * ，0)= A 14 (.{ 2 -m 2 )，
Xl2 (*， * ; *， 1) -Xl2 (*， * ; * ， 0)= Bl4 (.{2 -m 2 ) ， 
Hら(*，*;*，1)-IIら(*，*;*，0)
= [A14B14 -Bl.r C2](.{~ -m~) 
+ [Al1B14 +A14B1l -2 Bl1B14C2] (.{ 2 -m2)0 (b 1) 
+[AらBl4+AI4Bら-Bl4 -2 Bl3 Bl4 C 2 ] (.{2 -m 2 ) 0 (b 2 ) 
不確実性と企業聞の情報交換について
である。
+[AらBl4+A14B12一2Bl2 Bl4 C 2 ] C<2 -m 2 ) 0 C<1 ) 
=会4μ1(1 +Clμ1 ) 仰2+ 2μ1(1+CIP1)川
*[μ1 (1 +Cl μ1)(必 -m~) +{κμ10 C< 1 ) -N 10 (b 1 ) 
+d  1 + 2Clμ1) 0 (b 2)} C< 2 -m 2)] 
(IIJ 8=(0，*;*， *Jから8=(1， *; *， *Jへと増加したとき，
〆i(1， *;*， *)-pti (0， *;*， *)=Afi (b1-nl)， 
xf1 (1， *; *， *) -xfi (0， *; *， *) =Bft (b1 -nl)， 
Ii (1， *; *， *) -Ii (0， *; *， *) 
= [AfiBft -J3Ii -BfI2C1] (br -n 0 
+[AfiBf2 +Af2J31i -Bf2 -2J31iBf2ctJ(b1 -ndOCえ1) 
+[Afi.sl4+Af4Bfl-Bf.t-2J31i.sl4Cl](b1-nl)0C<2) 
+ [AfiBf3 + AらJ3Ii-Bf3一2J31i.sl3Cl](b1-ndo(b2)
=twl(1+Clμ I)(Lμ1 -MIC) *[(Lμ1 -MIC) (br -nr) 
71 
(1~ 
-2 {LoC< t> +κ:N2oC<2)+ICN10(b2)}(b1-nd] 帥
であり，一方企業 2に関しては，
Dら(1，*;*， *)-pら(0，*;*， *)=Al1 (b1-nt>， 
Xl2 (1， *; *， *) -X12 (0， *; *， *) =Bl1 (b1 -nt>， 
Hら(1，*;*， *)-11ら(0，*;*，*)
= [Al1 Bl1 -B112C2] (b r -n r)
+ [Al1 Bl2 +A12Bl1一2Bl1 Bl2 C 2] (b 1 -n 1 ) 0 c<1 ) 
+ [Al1B14 +A14B1l -2 Bl1B14C2] (b 1 -n 1 )0C<2) 
+ [A13B1l +A1IBら-Bl1-2Bl1Bらc2](b1-nl)0(b2)
=差押1附 2+ 2μ1 (1 +Clμd } N 1 * [lCp 1仲川)
+ 2 {κ( 1 + 2 Clμ1)0C<1)+ 2μ1 (1 +Clμ1)0C<2) 
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-N 1 d (b 2)}(b 1 -n 1)] 
である。
(NJ 8= (*.0; *. *Jから8=(*.l;*，*Jへと増加したとき，
pti(*.l;*.*)一〆i(*.O;*.*)=AらUl-md， 
xf1 (*.1;*. *)-xfi (*.0;*. *)=.s!2Ul-ml)， 
JIfi (*.1; *， *) -JIfi (*.0; *. *) 
= [A-'2 J312 -J31-C 1 ] U 1 -m 1 ) 
+ [Af1 J312 + Af2 J3fi -.s!2 -2 J3fi J312 C 1 ] (え 1-ml)d(bd 
+[A.らBら+A.らあ一 2J312J313C 1] (え 1-ml)o(b2) 
+[A.ら.BI4+ A14J312 -2.s!2s14 C 1] U 1 -m  d o (え2) 
=会μ1( 1 + C 1 P 1 ) L * [L (パ一川)+ { 2 KN 1 d (b 2 ) 
~O) 
+ 2teN20(え2)一 (Lμl-Mκ)0(b 1)}(え1-m 1)J ~1) 
であり，一方企業 2に関しては，
め(*.1;*.*)-め(*，0;*.*) =AらUl-md， 
Xl2 (*.1; *. *) -X12 (*.0; *. *) =BらUl-ml). 
Hら(*.l;*.*)-IIら(*.0;*. *) 
である。
= [A12B12 -B1.z C2] U 1 -m  1) 
+[Al1BI2+AI2Bl1-2B1IBI2C2]Ul-ml)o(bl) 
+[AらBら+A12B13-B12 -2BらB13C2](え1-ml)o(b2) 
+ [A12B14 +AI4Bら一 2Bl2 Bl4 C 2 J (，{1 -m d o U 2 ) 
=お(1 + 2 Cl P d附 2+ 2μd 1 +Clμd}N1 
*[κ( 1 + 2 Clμ1) U 1 -m  1)+ 2 {κμ1 o(b1) 
























のことを考慮に入れて企業 1の利潤をめについて表すと， (1)， (2)より，
κ2 







































































Xl2 =A2 +ICM -μ2ρら，
Hら=-a2一μ2( 1 +C2μ2 )pl--C21C2〆i2+ {( 1 + 2 C2μ2)え2+μ2b2 }p12 
-1C(b2+2c2え2)〆1+κ(1 + 2 C2μ2)折ρ12-b2え2-C2えi
である。当然この表現もめ，折に(6)，(1)を代入すると， (1)と同一になる。
(V] もし企業 lが費用関数に関して，自己の直面する不確実性の実現値






(b1-nd μ1 (b1 -nl) 
2 ( 1 +C 1μ 1)' 2(1+Clμd' 
(b1-nl){2ゆら +μ1(b 1十n1)ー 2A!l
4 ( 1 +C 1μ1 ) 
だけ変化することになる。したがって企業 2の生産量，利潤も，企業 lがb1 
の情報を秘密にすることにより，その他の不確実性の状態が同じであれば，
κ(b1 -nd 
2 (1 +Clρ1)' 
K[2 (1 +Clμ1){( 1 + 2C2μ2 )め-(b2+2C2，(2)}ーC2K(b1+ndJ(b1-nl) 
4 ( 1 +C 1μ1) 2 
だけ変化することになる。
(W]もし企業 1が需要関数に関して，自己の直面する不確実性の実現値







(1 + 2Clμd (.(1 -ml) (.(1 -md 
2μ1 (1 +Clμ1) ， 2(1+Clμ1)' 
(2ゆら +A1+m1-2b1μ1)(.(1-md 






















































E(1 + 2c¥p¥)[2p¥ (1 +c¥p¥){( 1 + 2C2P2)尚一(O2+2c212)}-c2c( 1 + 2c¥pd(l¥十md](l¥-m¥)


















(a) 4節(1 Jはこの複占市場に，先導企業 2の費用情報が新しく知識と
してつけ加えられた場合に当たる。まず先導企業 2の利潤の変化を見ると，
Ú~より b 2 -n2の正負に応じて，
b2 +n2 
三2{.t( 1 + 2 C¥μ¥ )州l)+2Ml+CMl)州)+仰¥d州 ω
のとき，企業 2の利潤が増加する。一方追随企業 1の利潤については， U5) 
より b2-n2の正負に応じて，
b2 +n2 
三と 2 { (Lμ¥ -MK) o (b ¥ ) -Lo 0.¥ ) -κN2o(え2)} 
κN1 ~~ 
を満たすとき，増加する。 2節の(v)よりe母の不等式は，ミの部分のみが成
り立つと考えられるので，企業 1の利潤が増えるのはん -n2孟 Oの場合の
みと考えられる。
(b) 4節 (llJでは，先導企業 2の個別需要に関する情報が，複占企業に
つけ加えられたことを意味する。企業 2の利潤が増加するのは， Ú~ より
え2-m2の正負に応じて，
え2+m2 
"2:.N¥ o(bd一仰 ¥Oo.d-K(1 + 2c¥μ¥)o(b2) 
乏 μl(I+CI/l¥)
制
が満たされる場合である。一方企業 1の利潤については， (1 ~よりえ 2 -m2の
正負に応じて，
え2+m 2
主主 2 { (Lμ1 -MK)O (b ¥) -Ld 0.1)-κN¥ o(b2)} 
κN2 ~~ 
不確実性と企業間の情報交換について 7 
を満たすとき，増加する。 2 節の(iゅより~5)， ~~の不等式は，~の部分のみ
が成り立つと考えられるので，企業 1，企業 2の利潤が増えるのはれ -m2
~O の場合のみである。
(c) 4節 (IIIJでは，追随企業 1の費用情報が，新しく情報としてつけ加
えられたことを意味する。企業 2の利潤が増加するのは， ~。より b1-nl の
正負に応じて，
b1 +nl 





つと考えられるので，企業 2 の利潤が増えるのは b1-n1~O の場合のみで
ある。一方企業 1の利潤については， (19)より b1-n1の正負に応じて，
b1 +n1 




(d) 4節 (N]では，追随企業 1の個別需要に関する情報が，複占企業に
与えられたことを意味する。企業 2の利潤が増加するのは， ~~よりん -ml
の正負に応じて，
11 +m1 
2:; 2{N10(b2)一仰 10(b 1) -2μ1 (1 +C1，ul )0(.(1)} 
乏 κ(1 + 2 C1μ1 ) ~9) 





























-< 2μd 1 +Clμ1){(1+2c2μ2 )め -(b2+2c2，(2)}




.(1 +ml霊-2ゆら+2b1μ1 (34) 
を満たすとき増加する。
以上求めた各企業の利潤が増加する条件は，そのいずれもモデルのパラメ
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